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③敷地の特性を生かした校舎
・約2mの敷地の⾼低差を利⽤し、各階
が半階ずれたスキップフロア形式の
校舎とする。

・南から登下校する児童⽣徒がグラウン
ドに抜けられるように、敷地の⾼低
差を⽣かした⽴体交差の動線とする。
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メディア
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WS

WS低学年
テラス

1~1.5F
2~2.5F

管理諸室

普通教室

地域
ゾーン

メディア
センター

体育館

普通教室

特別教室

体育館

メディア
センター

市内全域から通学できる特認校として、選ばれる学校を目指し、地域の特性を⽣かした槇尾ならでは
の特徴ある学校とする。

＋2000±0
プレイコート

WS

WS

職員室

保健室

地域ゾーン

給食室

昇降口
多目的室

デッキテラス

南門南門南門

普通教室

普通教室

東門東門

地域を学ぶ、地域に学ぶ、地域で学ぶ学校
地域ゾーンを設け、学校に地域の人が
日常的に関われる計画とする。また、
地域全体を学びの場（学校）として捉
えた施設計画とする。

安全で魅力的な遊び場
体格の異なる児童⽣徒が
安全に楽しく遊べる屋外
空間を計画する。

地域と学校をつなぐ槇尾ゲートウェイ
敷地東側と南側からの児童⽣徒や地
域住⺠の来校を考慮し、地域と学校
をつなぐ「槇尾ゲートウェイ」を敷
地東側から南側に通す計画とする。

敷地の特性を生かしたスキップフロア
敷地の⾼低差 2mを活⽤したスキッ
プフロア形式とし、分節されつつも
全体が緩やかにつながる計画とする。

①校舎すべてが学びの場
・校舎の中心に学びのきっかけがいっぱ
い詰まったメディアセンター（図書
室）を配置する。

・メディアセンターのまわりに4−3−2
学年を設定することで、緩やかにゾー
ニングした普通教室を配置する。

②地域と共に育む校舎
・地域の人々と児童⽣徒が日常的に気軽
に交流できるように地域ゾーンと学校
ゾーンとを一体的に計画する。

・児童⽣徒がいつもお互いの活動を感じ
られるように校舎全体がひとつ屋根の
下で緩やかにつながる計画とする。

歩⾏者動線
⾃転車動線
車両・搬⼊動線
ナイター照明

凡例

敷地境界線

３. 施設コンセプト３. 施設コンセプト ４. 施設配置計画４. 施設配置計画

（仮称）槇尾学園基本計画書 概要版（仮称）槇尾学園基本計画書 概要版

　和泉市では、平成 29 年度より市内全ての中学校区において⼩中⼀貫教育
を実施しており、平成 29 年 4 ⽉には、本市で初となる施設⼀体型義務教育
学校「南松尾はつが野学園」が開校し、ソフト・ハードが⼀体となった⼩中
⼀貫教育の効果を確認している。
　今回、施設⼀体型義務教育学校を計画する槇尾中学校区は、本市の南部に
位置し、⻄国四番札所の槇尾⼭施福寺に代表される古刹や緑豊かな環境に囲
まれた農業等が盛んな歴史ある地域でありながら、大阪市内へも約１時間で
到着できる⽴地環境にある。
　全国的に少⼦化が進む中、和泉市も例外でなく、特に槇尾中学校区内にあ
る横⼭⼩学校、南横⼭⼩学校、槇尾中学校では、児童生徒数の減少が進み、
集団教育や切磋琢磨する機会の減少等が懸念されていた。
　このため、槇尾中学校区の更なる教育環境の充実を図るべく、南松尾はつ
が野学園と同様の効果を期待し、横⼭⼩学校、南横⼭⼩学校、槇尾中学校を
統合し、南横⼭⼩学校で導⼊している市内全域から通学できる特認制度を継
承した新たな施設⼀体型義務教育学校「（仮称）槇尾学園」（以下「槇尾学園」
という。）として、現槇尾中学校敷地に新校舎を整備することとした。
　本基本計画は、新校舎整備が槇尾学園における魅力ある学校づくりに繋が
ることを⽬的として、施設整備に係る諸条件を整理するため策定するもので
ある。
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を実施しており、平成 29 年 4 ⽉には、本市で初となる施設⼀体型義務教育
学校「南松尾はつが野学園」が開校し、ソフト・ハードが⼀体となった⼩中
⼀貫教育の効果を確認している。
　今回、施設⼀体型義務教育学校を計画する槇尾中学校区は、本市の南部に
位置し、⻄国四番札所の槇尾⼭施福寺に代表される古刹や緑豊かな環境に囲
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１. 基本計画策定の背景・目的１. 基本計画策定の背景・目的

２.槇尾学園の学校づくりの基本的な考え方２.槇尾学園の学校づくりの基本的な考え方
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意⾒聴取・計画へ反映

学校開校準備委員会の意⾒聴取学校開校準備委員会の意⾒聴取

和泉市教育委員会和泉市教育委員会

石本建築事務所石本建築事務所

第 6 回学校開校準備委員会
「南横⼭⼩学校の活用」

第 7 回学校開校準備委員会
「（仮称）槇尾学園の新校舎」

・学校のいいところ探し！
・新しく始めたい活動
・継続したい活動
・槇尾ブランド

・教室まわりについて

・水泳授業のありかた
・学校校舎の配置等

・水泳授業のありかた
・学校校舎の配置等

第 8 回学校開校準備委員会
「（仮称）槇尾学園の施設整備

に関する意⾒交換」

第 1 回教職員ワークショップ
「南横⼭⼩学校の活用」

第 2 回教職員ワークショップ
「（仮称）槇尾学園の新校舎」

第 3 回教職員ワークショップ
「（仮称）槇尾学園の施設整備

に関する意⾒交換」

教職員等の意⾒聴取教職員等の意⾒聴取

基本計画の検討基本計画の検討

基本計画書策定基本計画書策定

　槇尾学園は、市内全域から通学可能な⼩中⼀貫特認校として設置するため、
市内の児童生徒から選ばれる魅力ある学校づくりを進めることが求められて
いる。
　槇尾中学校区は、地域と学校との関係性が近く、地域の学校に対する協力
や⽀援が充実しており、校区内には、関⻄トランスウェイスポーツスタジア
ム、道の駅が併設された和泉市南部リージョンセンターや府内でも珍しい学
校林等のある南横⼭⼩学校など、教育活動の場として活用可能な地域資源が
数多く存在している。
　槇尾学園では、３校の統合によって「地域全体が学びの場」となることか
ら、学びのフィールドの広がりを生かして、⼦ども達の豊かな学びの充実
に向け、和泉市の教育をリードする学校として先進的な教育を展開し、地
域特性を生かした地域の教育、コミュニティの拠点として、魅力ある学校づ
くりに取り組む。

■基本計画策定までの流れ

低学年テラス

【断面イメージ】【平面ゾーニング】
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６. 移⾏計画・概略⼯事⼯程表６. 移⾏計画・概略⼯事⼯程表

５. 平面計画５. 平面計画

WS

WS

WSWS

1 階

1.5 階

【1F,1.5F 平面図】 【2F,2.5F 平面図】

■延床面積
校舎

1F　　　　　：3,800 ㎡
2F　　　　　：3,700 ㎡

体育館　　　　：1,400 ㎡
クラブハウス　：200 ㎡
合計     ：9,100 ㎡

校舎計    ：7,500 ㎡

■建築面積

体育館　　　　：1,500 ㎡
クラブハウス　：     200 ㎡
駐輪場　　　　：     100 ㎡

合計     ：6,000 ㎡

アプローチ　　：     200 ㎡
校舎　　　　　：4,000 ㎡

普通教室
1 〜 6 年生は 2 学年ごとに各学年に付
随する多⽬的教室を隣接させること
で、学年の領域を緩やかに形成しなが
ら、柔軟に使いやすい計画とする。
教室前には充実したワークスペース

（WS）を設け、ダイナミックな活動
を促す。また水場などを設け教室を
補完する。

低学年のクラスルームか
ら同じレベルで上履きの
まま出られる計画とする。
⾼学年と体格の異なる低
学年が安全に遊べる場所。

デッキテラス

特別支援教室
４室の内、１室は１F レベルに設け、
移動が困難な児童生徒に対応できる
計画とする。また保健室にも隣接さ
せ緊急時には対応しやすい計画とす
る。残り３室は他学年と同じフロア
にシャワー室を隣接させて設ける。

多目的室
１F に設ける多⽬的室は各学年から
⾏きやすい場所とし、可動間仕切り
で普段はオープンにして利用できる
計画とする。また、スキップフロア
のレベル差 2m を利用して階段状の
空間を計画する。

留守家庭児童会室
留守家庭児童会室は来客
用駐車場やプレイコート
から近い場所に設ける。

地域玄関
地域用のエントランスを児
童生徒用の昇降口と分けて
設けることで、独⽴した利
用を可能とする。

昇降口
南側と東側に校門があり、
両方から⼊りやすい位置に
昇降口を設ける。また職員
室や地域ゾーンから⾒やす
い位置とする。

職員⽤休憩・更⾐室
職員室から近い位置に配置する。
休憩室は更⾐室の中に設け、利用
しやすい計画とする。

管理諸室
職員室や保健室はグラウンド側を
⾒渡しやすい位置に配置する。校
⻑室や応接室は職員室に隣接させ
て配置する。
保健室も屋外から直接出⼊りでき
るよう配慮しグラウンドに面して
配置する。

家庭科室
家庭科室は地域開放が想定
されるため、1F の地域ゾー
ンに近い位置に配置する。
多⽬的室との連携利用にも
配慮した配置計画とする。

体育館
地域開放を想定し、来客
用駐車場や地域ゾーンか
ら近い位置に配置する。
災害時の避難所に指定さ
れているため、体育館内
には備蓄倉庫を整備する。

多目的教室
7~9 年生用の普通教室の間には
各学年２室の多⽬的教室を間に
設け、少人数授業やクールダウ
ン用の室にも活用できる計画と
する。

教材庫
教材庫は 1F と 2F に、そ
れぞれ設ける計画とする。

理科室
理科室は２室を近くにまとめ、
その間に２室の準備室を設ける
計画とする。
またバルコニーを設け、観察授
業なども⾏うことができる計画
とする。

南側に⾏くにつれて敷地が⾼く
なっており、南側校門は 2.5F レ
ベルになっている。校舎から南
側校門まで渡り廊下でつなぐ計
画とする。

屋外渡り廊下

エレベーターは各階に止まれる
ようスキップする床の間に設け
る計画とする。

エレベーター

技術室

技術室の近くには集塵機
を置くためのテラスを設
ける。

メディアセンター（図書室）

メディアセンターは各階の教室
から半階移動でアクセスできる
ように 2F 部分に設ける。また、
特別教室に面して設けることで
様々な学びのきっかけとなる場
所を⽬指す。

特別教室ゾーン

特別教室ゾーンをメディア
センターに面するように設
け、準備室の中の機材など
が⾒え、学びのきっかけと
なるような計画とする。

多目的ホール

多⽬的ホールは地域利用の
しやすさを考え、校舎⻄側
に設ける。また音楽室とし
て利用する事を想定してい
るため音楽室の近くに計画
する。

音楽室

音響に配慮し、音楽室は教
室から離れた場所に配置す
る計画とする。

WS

WS

2.5 階

2 階


